
鈴木董男　軟膏需摸報告
百教育 S48　第36号「実践的養護・訓練論」より

G）失明が予想される者への点字指導系列

点字の読みをq・一心とした指導で点字を1コ

1コの点の構成物としてではなく．形態を

持ったものとして指導した方が．より効率

的でないかとの仮定のもと隼　点字の読み

の難易（瀬尾政雄「入門糊における点字読

字能力の発達について」…盲心理研究第

14巻Pl～P18）と．形態から4段階

に分類した。

0難易度1．

あ．め．九，ふ．う．い．く．把

0難易度2．

（こ，た）．か．（は．ぬ）．お，（さ，よ）

ひ．

0難易度5．

（そ，ち）．（せ，ん　も，て），（へ．む）

（な．や）．ゆ．（ら．れ　ろ，ん，え．る）

0難易度4．

（す．ね）．（き．の）．（と，し）．（け．

つ）．（ほ．ま）．わ．を

（む　指導教程

了．サームホ一・ムを使朋して形態点字を作成・

拉示

例

ィ．難易度別に作成した形態点字の熟語．短文

叫混み（宮きは．．読んだ字をバー→キン㌧ス．フ

レーラーで打つと同時瀬．義手も音く）

ウ．教本と同じ文な．プラスチック・シーートに

Hも．そ叫ti、年中詭む。

：仁．．‾Jl二・卜者．澗常．半濁音．長音．　音．　良

一軋　濁音．半濁　音の読み

オ．敢持．苅字符．特殊発音記号の読み。
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「点孝は、600分でマスターできる」

1．はじめに

点字は・6点の組み合せに上り一昔を為して

いるが・触枕の場合は．6点により組み合せら

れたそれぞれ独立した点と点の弁別により読ま

れるのではなく・6点により執成された形態と

して読まれるのではないかというのが私の考え

である。又・指導の劫率を計るためには触詠こ

上る点字の易から与え始め序々に触統するのlこ

難しい点字を与えたほうがよいのではないかと

考え・瀬尾政雄「入門期における点字訳学能力

の発達について」一首心理軌究第14巷の点字

学習切期の習得率をもとにし、さらに形態から．

点字を下記の難易別4段階に分けた。

難易度17、ノ．レ、フ、ク，ィ．ク．ニ

赴易度2（つ、タ）．カ．（ヘヌ）．オ

（す．ヨ）

難易度3（ソ・チ）・（セ、ミ．モ．テ）

（へ．ム）、（ナ．ヤ）．ユ．

（ラ・リ．ロ．ソ、工．ル）

艶易度4・（ス・ネ）、（キ．ノ）、日．

レ）、（ケ．ツ、ユ．ホ）．ワ、

ヲ

この他読難易形態別点字指軌こより．現在点字

を学習している4名札従来の点字構成的指導

方法からみて・効率よく点字の放談学習をする

串が出来るようになった。

2・生徒の夷態

・遭視研　S49　仙19

札幌盲学校　鈴　木　重’男

氏名　年令　祖力　眼疾　学力　その他

8　13才02・叱網院創敵　中普通枝から

0　12才明暗．03年限（水敲）中　　〝

113才の1・の1税噸越　中下　〟

1　7才不測紺剣壮？小1年

8・C・Tl‘こついて比．現在墨字に上る学習

をつづけており・いつともしれぬ失明にそなえ

ているのが現状であるが．勺．唱について軋

学叔担任とも柏鼓し出来るだけ早い時勤に点字

による学習に切りかえたいし点字槻力検査で

5点以上の得点をあげたもの机点字による学

習に通していると考えている。

点字学習時間

氏名

。J849430→849・629・1・455分

で1849・430→849・6．29　1．185分

TI S49・6・7→849・628　180分

で躍ついては・寄宿舎の童担当寮母及び．養

訓担当寮母・舎監の多大な協力がありさらに約

150分の毀指導時問を有している。

3・具体的学習方法

同じ難易度の点字による熟語．短文、既習点

字を含めた熟語・短文・さらに長乳濁乱促

音を含んだ難易別指導〝－ほ作成し．それを

故軌こ触祝の学習をする○同レートを読みこな

したなら動乱短文の配置をかえた酎ヒレート

瓜1－彪nを定着するまで与える○又．テープ

レコーダーを使用し．全てを吹き込みしこのテ



－プをペーステープという）レートを改み終わ

りしだい．ベーステrブを飽いて自己チェック

を行なう場を．難易度1から難易度4までの基

本的学習方法とする。この難易度lの触銃が完

了すると書きを含くめた接合的指導さらに触速

度を増す指執こ入る。

i

（訊粗易度1のリー†内容

メノ、ノア、ル．メフ．ノウ．メイ、ノタ

メこ．7ノ．7レ、アク．7ニ、7ク．メイ．

レイ．クレ．ニレ．プレ．フィ．イレ、イウ

イク．クク．クエ．クク．クエ．ユタ．アプ

レ．メタレ．7ユニ、イク．ブイこ．7ノプ

レ．7ユニ、フレ．7クエ．プレ、ニタイ、

、7ノ、7こ．クユニ．イク、フイこ、メイ二．

．7ク．ノこ、アプレ．メイレイニ、ウノク．

7ニニ．アイ

②難易度2のシート内容

メコ．ノタ，メカ．ノハ．ノヌ．ノオ．メサ

．ノヨ、ノヒ．コーヒー．タコ．タカ．サオ

．サカ．ヨコ．ヌカ、ハコ．ハタ．ハカ、オ

カ．カタ．カオ．ヒノ．ヒフ．コノ．コィ、

タイ．タこ、ナイフ．ヨノ．ヌク．ハク．オ

レ、ニオィ、カメ．カィ．カニ．イカ．イヌ

．ヨク．ニレ．タコ．イカ．カィ．カニ、タ

イ、ヌカニ．コノクレヨ．コクタイニ、イク

オレ．′、カニ．ナイフ、オク．タコ　タコ

ヨク　7ガレ、イヌニ　ヨク　7クヒ　ヲイ

ヒ、オオサカ　ヨイ　クエ、7ノニ　ヌレタ

ハタ．ヌク　ヌク　7タタカィ．ヒニ

レ．フグ

サレタヒ

ニ　アイ

カタイ

ク

　

ク

　

ク

　

エ

ヨ

　

ヨ

　

カ

　

メフ

ブタレ．アブ　ブヨニ

カニ　すすレ．イヌ

ヨク　フル． クヨ

7

ウ

ノ

　

クク

タ

　

ナ

　

ノ

ヌカ　イレ　オッカニ　タ

タカレ、タイコ　タタク　クタ　クタク、7

カイ　カオ　アオイ　カオ．

（息難易度3のレート内容

メソ、ノチ、ノセ、ノミ、メモ、ノテ．ノへ

．ノム．ノナ．ノヤ．ノユ、ノラ．メタ、メ

ロ．メソ、ノエ．メル、ユヲリ　ユヲリ．ソ

ッチエ　ムカタ．セミガ　ナク、リロソガ

ナィ．チカソ．ミソ．モナカ、テムカク、ム

カデ．メカミ．カミ、亭ミ、ラン、リカ、ロ

クカ．エソニチ、チカタ、セナカ、モチ、チ

ガミ．ムラ、ヘヲ、ナヲ．カエル．エソソク

．チソ．へソカ、ユカ、カソガエル．カナリ

ヤ．ヤミヤ．モヤモヤ．ナヤミ、イ工．チチ

．コテ．ア九　ミチ．カモメ、モグラ、アラ

レ、ヒレ㌧　レンガ．コソロ．イロリ．ロバ、

ヌリー工．ソリ．：アヤメ．ヤオヤ、ユリ．ヨミ

セ．コヨミ．コヨリ．カシナ．ハソテン．

④難易度4のレート内容

ノス．ノネ，ノキ、ノノ．メ　ト　メレ．ノケ

．ノツ．ノホ、．ノ？、ノワ、ノヲ．キモノ．

キツネ．キジ．キテキ．ケムク．タケ．バケ

ツ、ケム〝」ツル、トラ．7カイ　カキ、ア

オイ　カキ．ツエ、コタツ．オトコ、ネズミ

．カキネ．ツノ、キノコ、カニノ　ウユタ

カキノ　タネ．マリ．マツ、トマト　コメモ

コクモツ　マメモ　コクモツ．スズメ、マ

ス．タヌキ．スも、ツマ、イノシ1／．1レカ、

タン．ホタル、ホトク．ホサキ．ホネ、フト

イキ　ホソイキ、ワニ．ワリ．ワタ．タワラ

．クワ．カワラ．カワ．タワン．ニワトリ．

ナニヲ　トル　セミヲ　トル．ナニヲ　ツル

イワシヲ　ツル、キヲ　ケズル　トキワ

キヲ　ツケル．



（ぶ　総合的指導

各強化レートを用いて、あるいは餌、物語を

用いて．脊さを含めた指導を行なう。

①レートを統み、ベーステープを作る。

㊨ベーステープを肋さながらレートを読み．

自己チェックする。

0ベーステープを聞きながらバーキンス・プ

レーラーを捜作する。

光に上る障害のない児帆光労式点字発生

器（自作）を操作する。

㊤ペーステープを飽きながら自分の打った点

字を自らチエノ．ックする。

総合的指料は、上記4つの部分lこ分かれる。

吼触速度を増すための指導

サーモフ雷－ム形成の形態点字教本彪1～瓜

4（普通点字を1．4×1．4倍lこした形態を厚

紙だけで作ったもの）により迫1の方法をと1

て指導する。

蝕正しい分ち音さの指軋聴写．数字

（沙点図の読みと作成

喩英点字の指導

⑳数学記号、理科記号の指導

4．結果

①氏名　魚4終了時政

S　　　約600分

C　　　　　　　　〝

1　　　　　〝

1

6

S49・6．29現在

の速度

乱

〝

喧1

線の導入段階

は点字触就力検査の蛙果　調査日　む／18

8　得点2　　偏差値　53

C　得点1　偏差値　50

Tl・・得点0　　ひろい読み．文章をつかめず

庇1分間当りの拙読手数　調査日　7／4

†知音・濁音・長音．促音も合や

16宅／lmin

調査に使用した文惜成社幼障痴話全島89P66

上記の結果からしても、又．昨年度指導した中

途失明者（18才）の指導をした串からしても

－昭和48年度札悦盲学校．義認・訓換夷践集

pl19～P12卜普通の子供であれは．日本語

点字は・3ケ月で充分にマスター出来るという

結論に連する。

又－　S・C、T．について軋　7月未に再乱点

字触詭力検査を行ないそれで5待点以上と【た

者から⑧・喩．由の指執こ入る。T．について吼

点字による学習に切りかえる予定である。

以上姓敬に点字の指導tこついて述べましたが

これにつき大方のご批判をいただければ幸いと

感謝する次第です。



園中途失明生徒の普通高校への復学
特殊教育指導事例集　S50頃

【事例の概要】

T男は昭和27年11月生まれで・小学校・中学校．昼間定時制高校と普通の

学掛こ進んだが・昭和47年9月頃から視力の減退を自覚し，昭和48年2月に

H大学病院において・多発性硬化症と診断され入院治療を行なったが同年8

月・症状が一応落ち着いた事により退院・同年9月に再適応訓練のためにA

高校を休学のまま・札幌盲学校に仮在籍の形をとって入学した。

T男の視力は，右刊・01・左一眼前手動弁（昭和48年8月）であった。又

学力は，A高校において中位であり・運動能力は・平衡性に多少劣るところ

があったが・上位に位置されたT男は・完全失明になるであろう自分の姿を

知っていたが・それに耐え現在の自分を何とかしたいという意欲が旺盛であ

った0その事が本人にも■・指導する著にもよい影響となって現われてきた。

現在はA高校に復学し・昭和50年3月に卒業の予定であり，その後は高等盲

学校の2部専攻科に進む予定である。

【診断と対策】

問題の所在　で男は簡単な漢字とひらがなは書けたが，視的フィード′ミ

ックが照かしく，文字コミュニケーションは＝点字によるしかなかった。又，

長い入院生活で体力の劣えが目立っており，身体運動もどこか危なかしげで

あった0更にいつとは知れぬ失明にそなえ・予備的に眼遮蔽しての歩行，触

知覚と手指の運動も指導する必要があった。

指導の過程　指導の過程は下記の如く大きく4つの段階に区別する事が

出来る0第1次指導と第2次指導は盲への対処，第3次指導と第4次指導は

A高校への復学を日ざしての対処であった。

574－76
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11鮎堕・訓鉦の指隼
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又，T男の指導にあたってはチームを組み，それぞれの専門を生かした指

導をし指導記録を一括収集し，各指導者が自由に閲覧出来る方法をとった。

第1次指導　①国語点字の習得＝触読難易と点字の形態から点字を4段

階に分類し，易点字から難点字への方向に進みながら，それぞれ次の5step

による方法をとったのである。Stepl→各段階に作成した点字シートと同じ

内容を吹きこんである録音テープを使用し，各点字のイメージ化を促がす。

step2→同じシートを読み録音する。SteP3→自分が録音したものを確かめ

る。SteP4→同テープを聞きながら打字する。Step5→自分が打字したシー

トを聞きながらチェックする。臥間違った所や解らない所はその都度指導

した。

②歩行訓練＝9方向音源弁j批音の軌跡，歩行軌跡，歩行臥　白杖操作，

地区適応，単独帰省の7つの内容を指導した。ただし，単独帰省については，

残有視力の活用により行なった。9方向音源弁別→訓練第1回から第3回ま

での27刺敵中誤答13，訓練第8回から第10回までの刺激中誤答3つ，訓練第

18回から第20回までの27刺激中誤答1つと，順調な伸びを示した。音の軌跡

→9つのスピーカーを用いて音を流がし，9つのポイソトで表わせるカタカ

ナを，言いあてる事が出来た。尚，交差点モデル学習においても車の流れと

信号の関係を理解できた。歩行軌跡→5本のベルトを組み合せ，20のコース

（角度900，450，1350）を設定したが全20コースのレーズライター上での表

現が出来た。白杖操作→にぎりⅠ．（平地における基本操作），にぎり：・（階

5ヱ4－77



「

段昇り，障害物の確認等での操作）の指導を・地区適応の中で指導した0

又，歩行図についても地区適応の訓練後，空間構成物を標誠化した点回を作

らせ指導した結果は，眼遮蔽しても学校近辺の自杖歩行が可能とな。‥点回

は札幌市中央地区，南地区の一部という広い範囲の地図を作成するまでにな

③身体運動の再体制化＝T男が野球部に所属していたので・ポールを使用

する運動を主に行った（サッカーのドけル・キック・シューティソグ・ソ

フトボールのピッチソ〆，バッチイソ〆，ゴロキャッチソグ・軟球のピッチ

ソ〆，ノック）が，持久力は劣っていたが壊能は，大体前のレベルまで達し

④蝕知覚と手指の運動＝′丹ウーペグボード・スタソフォード・コオ式ブ

ロックデザイソ，大脇式知能検査器具を用いたが，バドゥーペグポー川中

臥スクソフォード・コオ式，大脇式は良好な結果をおさめた0

第2次指導　①点字の触読速度の向上＝前記‥点字の指導step2～Step5

を，短文を用いて指導した0結果としては‥鰐蝕読力検査，昭和48年10月

20日偏差値46，昭和48年11月29日偏差値66であった。

◎点字教科書使用の教科学習＝4教科（臥臥凰杜）について・中学

3年生のクラスで点字教科書を用いて学習した0この事によ。プレーラーの

打点速度向上放談速度の向上が促がされたようである0

③手指の巧緻性向上＝プラモデルの完成図をサーモフォームで点回化し・

組み立てさせたが，大体は理解し組み立てる事が出来たが細部については出

第3次指導　①英点字＝国語点字と英点字のマッチソグを行ない・次い

で中学1年の英語の教科書を教材に指導した。結果は・英語の力が劣ってい

るためか，アルファベットはすらすら読め，書けても単語の意味等について

は，はかばかしくなかった0

②日常工具の使用＝ペソチ，ノコギリ・ドライバー・ハサミ・カナプチ・

の使用を指導した0

574－78
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③国語点字の正しい分ち書き＝日本点字研究全編「国語点字」に基き指乱

①珠算＝タラソマ一式そろばんを用いて・加減乗除の基礎を指導した。

⑤数字記号＝浮き出し文字の記号と点字記号の対応を行なって指導した0

⑥英文タイプ＝高木式指導方法により・60ストローク位の速さであった0

⑦人生一般についての話し合い＝失明について，盲人について・盲人観に

・この第3次指導を終了後・昭和49年4月にA高校の4年生に後学したので

ぁる。乱丁男が使用した教科書は・札幌盲学校の職員が分担して点訳した

点字教科書を使用した0

第4次指導　①体九運動畿能の向上＝ラソニソグを主とした0

②数字，理科記号，英略字

③普通文字の読み書き＝ひらがな，カタカナ・小学校1年・2年配当漢字

の読みと書き

④カナタイプ＝英文タイプをやっていたのか・この期間中でマスター

⑤英文タイプの強化

結果　A高校における前期テスト結果は・中程度であった0

学習方法は，①点訳教科雷の使用，②教科担任が作成した録音テープの佗

用，③テスト，論文についてはカナタイプライターの使用，④拡大文字I回

の使札の4融こなっているが・充分なアフターケアが出来ないために僅々

の問題も出て来ている0

①数学における持続した計算・式変形・原理の図解

◎理科における実験，模型

③体育における，体から離れる道具を用いた教材

④板書，オーバーヘッド等による臥式の説明

ではあるが，A高校の担任が言う如くに「これらの問題点があるにはあるが

それは仕方のない事であって・T男のこれからの生活・又他普通生徒へめ影

響を考えると，引いてもなお余。ある事ではないだろうか」と言うのがまと

めである。

10
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1個別的点字触統指導法（昭和56年　盲教育毀号）

柿　木　重　男

1　はじめに

就学前盲幼児（先天盲あるいは早期失明児）と中途失明児（者）に対しての点字触読指導の内

乱方掛こ差異はあまりたい。それよりも知能的、触知覚的な個々の保有する能力の違いの方が、

はるかに大きく指導に影響する。

点字触琵指導の原則は、

1．認知しやすい点字から持寄する。（易から難へ）

2・くりかえし、くりかえし継続的に指導をする。（ドリル）

3．個々人の力に合った指導をする。（個別化）

それでは・地誌として認知されやすい点字とはどのような点字であろうか。頻尾政雄氏は、

盲心理研究削4巻「入門期における点字読字能力の発達について」のなかで小学校1年生の各

学■期毎の他誌可能点字の％をあげていた。

読み易い点字は、早い段階で読める点字ではないかと考え、それをもとに4つの〆′レープに

分けると点字バターソとして似た点字群が出てきた。そこで昭雫叫7年に下記の4つの点字群に

分けて指導を開始した。

難易度】（一番読みやすい点字群）あ、め、れ、ふ、う、い、に、く

難易度2　こ、た、か、は、ぬ、お、さ、よ、ひ

粧易度3　そ、ち・せ・み、も、て、へ、む、な、や、ゆ、ら、り、ろ、ん、え、る

珪易度d　す、ね、き、の、と、し、け、つ、ほ、ま、わ、を

しかし・各性易度指導終了後毎に無意味つづりテストを行い調べると、触託しやすいと考え

ていた点字が触琵困難だったり・反対の場合もあり各段階で凸凹が生じてきた。そこで昭和50

年にそれまでの指那己録を点検して5段階に分煩し直した。

難易度1あ、め、れ、ふ、う、い、に、く

難易度2　こ、か、お、よ、ひ、ぬ、の、と、な

軽易度3　た、さ、し、み、わ、む、ね、も、つ

難易度4　ゆ、十、を、や、は、る、ま、そ、き

息嵐



難易度5　へ、け、ん、ほ、ら、せ、ち、り、ろ、え、て

次ぎに敲続的指導であるれ

就学前官幼児

点字触琵指軋ま、先天・早期失明児あるいは道具として点字を使用した方が上いと判断され

た幼児には、この段階から指導するべきである。

・在宅または、通学している場合は、両親との指事連携をとる。

・寄宿舎または施設の場合は、舎監・棄母との指導連携をとる。

児　童

・その日の点字学習シートと、その内容を吹きこんだテープを用いて偶々が自ら学習する。

しかし自学自習が難しい場合は両親・寮母または施設職員に援助を依煩する。継揆指導を

実施する為に、両親や棄母・施設鞍員の協力をとりつけることである。

生徒等

・点字学習シートとテープにより自学自習する。

いずれの場合も翌日各自が吹き込んだテープをチェっ′クし当日の指辱内容を決める。このよ

うな作業を毎日繰り返し行うと同時に各珪易度段階の終了時点では必ず無意味つづりテストを

行い．点字触読状況（定着度、触読動作、誤読鯖向）をチェックし、次段階指導の対策を考え

る。もしどうしても定着しない点字がl～2字ある場合は、その点字を次段階の点字とl緒に

くりこむが、バク一一ソの回転的な誤読頼向だけの場合は（「た」が「こ」等）、それだけをと

りあげて弁別的な指導をする。

最後の個別化については、若干ふれたが、次の項で詳しく述べたい。

2　具体的指導方法

難易度1と難易度2を中心に流れにそって記したい。

G）難易度1

あ、め、れ、ふ、う、い、に、く　一大抵の対象児（著）は、1日で終了する程の簡単なバ

ターンである。

あー　　～一つの点

め□　～縦長の四角（l～6点全部）

れ□　～小さな四角（小さなかたまり）

ふ　　　～間があいている2本の短い横棒（レール状）

う　　　　一一　短い扶棒

いl　　－短い縦棒

にし　－長い縦棒

く　　　　～上が短い横棒で下に敗れた点

12



この8字を謂んじられる対象児（書）は、ほとんど上記の点字イメージとの1・ッナングにより

20分～30分以内に触読可能となる。

多少難しい対象児（者）は、点字学習シートに一列掛こ

あ、あ、あ、

め、め、め、　　、、

九、九、れ、、、、

ふ、ふ、ふ、、、、

つ、つ、つ、　、　、　、

い・い、い、　　、、

に・に、に、、、、

く、く、（、、、、

の点字を打ち、対象児（者）の背後に指尊者が回って対象児（者）の左手人差し指を軽くやわ

らかく操作して・点一つは「あ」「あ」・‥とイノージを与えながら繰。返し指導する。

さらに難しい対象児（者）には、一字一昔を暗記するまでドリルするが、この場合の提示点

字政を2～3字とする。この指導後、弁別的に指導した2－3字を提示して例えば「あ」「め」

「れ」の3字であれば

●‾点だけのどれ。それはなんという字．

・大きなかたまりはどれそれはなんという字。

・小さなかたまりはどれ○それはなんという弓㌔

と聞き確かめる。

この程度の他誌状態の対象児（者）でも本人とその両親・保護者の喜びは大きく点字鴫を

始める削、きっかけを作ることとなそ。

これでも難しい対象児（者）については・知的・感覚的に点字学習に入る以臥即ち3、4

歳程度より幼い段特にある幼児には・他感覚的に何等かの間頓（大人の場合は庶度の糖尿病）

をもっと考え基噂的な感覚訓練を施した方がよいであろう。

この珪易度lの点字触茨のチェックとして

●ランダムに配置した8字の提示

・8字を使って作った単語・文章による例

・単語　あめ・あう・あに・あく・めいれい・ふく・にく、くに、いく、いう、うめ

・文章　あめに　あう。あに　めいに　あう0うめ　にく　あめ　くう。

めいれいに　うめく　あにに　あう。等

13，



・無意味つづりテストに上る。

無∴意　味つづ　り　テ　スト

昭和　　年　　月　　日

は、お、る、つ、て、や、さ、ろ、ま、ぬ、そ、し、え、の、

い、あ、ひ、り、れ　こ、み、と、た、ら、ふ、め、ほ、わ．

な、ん、上、け、む、ゆ、す、に、を、ね、せ、う、も、き、

へ、く、か、ち、だ、ぴ、が、じ、ず、ベ、ぐ、ぜ、ど．ば、

ご、ぎ、ぶ、ぎ、づ、で、If、げ．ぞ、ば、ぴ、べ、ぶ、きゃ、

にゅ、ち上、　所　見

上記3つの方法を行う。

＃　点字板の弊害

点字の構成は、6つの点を小さな空間に配置することにより成り立っている。「き」を例に

とると、ローマ字「Ki」点字構成rK対応～6点、i対応～1、2点」、しかし蝕読′くターンでは

「日になる。このように蝕託では点構成の距掛こより連続する線となり、かたまりの′リ

ーソとなるのである。そうであるから点字版を使用した点字康成を指導すると、点字の持つ

独特なパターン触読上りも点焼成を確認するための点弁別的触誼になる。また、点字板によ

って事く点字は続映文字である。文字指導の初期に秩映文字を指導する教師がいるであろう

か。晴眼の枚が子にも鏡映文字で書くよう教えているのだろうか。点字の盲きは、麦打ち点

字器を最初に用いるべきである。

¢）難易度2

こ、か、お、よ、ひ、ぬ、の、と、な、イノージ

こく　～左がとがった形（ひらがなの「く」の形）

ぉ／

よ　ノ

ひし

ぬ．

の「

とヴ
な．

一　艇れた2つの点で、ななめに配置

一　左下がりの短い倖

～　左指がきもちよく入る形

～　左下のカギ形

．と似ているが．は、下の点が右側。．　は、下の点が左側。

～　下が縦の短い庫で、次いで右上に点がでてくる形右上が曲っている。

～　真申が厚くひしがた。

、　2つの点が縦にならんだ形。

この2～3字を、難易度1の点字と合わせて提出する。

例　　「こ」rか」「お」の3字を指専する場合

14



・イノーノと′こターソを学習する点字シートで芋閂する。

・難易度lの点字と「こ」「か」rお」の3字を組み合せた単語、無意味の2字つづり・短文

シートで辛苦する。

単語　こめ、これ、こい、あか、かめ、かれい、かい、かに．かく．かう、あお、おれ、おに、

おい、おく、におい、うお、おれい、かこい、等

短文　あめお　かう。

※　この段階では、蝕読字の指尋と考え助詞の「を」を使わず、「お」を使っておく。

いか　かに　かれい　こめお　くう。あかおに　あおおにに　あう。あに　めい　おい

に　あう。・・・・

無意味の2字つづり

あか．めか、れか、ふか、うか、いか、にか、くか、あお、めお、れお、ふお、■・・

上記のような点字学習シh－トと同じ内容のテープを用意して何回もドリルさせた後、その指

導時間の定着度を掟出目文字のランダムな提示、任意の単語、短文によりチェ．ックする。もし

指導時間が、始業時、昼休み、放課後であればそのシートとテープを自宅・寄宿舎・施設に持

ち帰えらせて、そのシート内容をテープに対象児（朝日ら吹き込ませそれを翌日チェックする。

華　在宅対象妃（者）の場合

保護者あるいは援助者を得られる場合は、方法、内容を熟知してもらい面接指事の回数

（遇1回、遇2回）によって、その対象児（老）の力に合わせた点字学習シートと対応する

テ⊥プと定着度をチェックするシートを用意して依頼する。その結果の地理は、電話で行う

が不可能な場合は、面接指導のその場で指導書がチェックしてその場で亨習教材を作成する。

病院に入院しているなどで自学自習している対象者の場合は、医者・カウソセラーと相談し

した上で無理のない内容で指導を進める。この場合、テープに出来るだけ詳しく吹き込んだ

ものを用いる。

定着度をチェックして

・「こJ rか」「お」が読めていれば次の「よ」「ひ」「ぬ」・・・の2字～＿3字を次回の指事

内容として日宇に合わせた点字学習シートとテープを用意する。　　　■

・1字あるいは2字が定着していないと判断した場合は、その手と次の「よ」「ひ」「ぬ」

‥・のl字～2字だけを中心とした点字学習シートとテープを用意して定着化おはかる。

・「こ」「か」「お」の全てが読めない場合は、難易度lの8点字を再度チェックしてその8

点字が定着していればrこ」だけを難易度1の8点字に合わせた点字学習シートとテープ

により「こ」の定着をはかる。

上記の指導を繰り返し「な」まで終了したなら、17文字をラソタームに配置したシート、17

文字を使った隠語・短文シート、無意味つづりテストで触読状態をチェックする。

15∵
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6ノ　難易度3・4・5

難易度1、2を比較的簡単に終了した対象児（舌）もこの段階から進度が遅くなる傾向があ

る。

その原田と考えられるのは

点字の数。（記憶量）

バターンが回転した点字が多くなる。

難易度2までも

くく．、ぬ　目上ノ、の了）（か．、な：）とあったが、

（こく、た＞）（とれLq）（あ、わ）（ひし、ね「）（上人

の「・さ1）と出てくる。

しかし、㊥難易度2に記したような方法で難易度3、4、5と進める。

㊤　長音、濁音、半濁音、促音、拗音、拗濁音、拗半雨音、特殊音、数字の指導。

墨字を知っている対象児（書）と知らない対象児（者）で方法を具にする。墨字を知ってい

る対象児（蕃）には、主に荊直される点配置と墨字で後置される符号や小文字と対応指導でき

るが、知らない幼児においては、文字と音とのマッチング指尋が必要な場合もある。

ここで使用する点字学習シートは、単語・短文を中心に構成する。「むぎ書房　にっぽんご

1」を使用するとそのままの形で利用することができる。この指事でも点字学習シートと対応

するテープを作成し繰り返しドリルする。

⑤　地誌速度向上訓鎌

㊤の摘草でも文章を用いるが、ここまでの指導で触琵速度（小芋絞低学年程度以下の読み物）

が毎分20～30字以内の場合が多い。そこでこの訓嫌での目標を一応40字－60宇毎分におく。そ

の方法としては、

・幼児等の点字学習に対する時間的耐久性が低い対象者向け。

普通の点字紙lこ童話（200字－300字程度）や文を1枚（長ければ2枚に分けて）に打ち、

それをシートとして対応するテープと共に学習する。1日1枚のシートで繰り返しドリル

する（大体2回～3回）。テープに吹き込む場合の注意は、①でもそうであるが、マスか

らマスあけまでをひと抗きに読み逐語読みは、けっしてしないことである。対象者（児）の

触読動作、姿勢を常にチェノクして両手読み、正しい美しい姿勢で読むよう注意する。指

尊者のテープでドリ′レした後対象者（児）自らでテープに吹き込ませる。指導書はその読

み始めから読み終りまでの時間を測定してそのシートの字数を敢えておき毎分速度を記録

して対象者（児）に常に知らせるが、この他読速度は仮りの速度であるのでその旨も記録

しておく。この指唇を約1遇間行い文章読みに慣らした後木棺軋こ入る。本指導では、対
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象書　く児）自らが最初から直接テープに吹き込み、指弱者は毎分他誌字数を記録して常に

励みを与える。次ぎに自らが吹き込んだテープをヘッドホーン（点字と自ら自身に集中さ

せるため）で聞かせ自己チェックさせる。この指導を繰り返す。

・　点字学習の時間的耐久性がある舌（児）点字紋2枚大の大きさの点字用紙を用意して時

間的耐久性の低い昔（児）と同じ方狂で指葛する。時間的耐久性の低い書（児）も耐久性

が高まるにつれこの大きさの点字紙に切り換える。教材としては「学研　1年（2年）の

漢字学習ノー日が字数500－600字程度なので大体この点字紙1枚におさまる。指導者は、

後被的な行掛このみ専念せず、対・象書　く児）へ愛情を注ぎ込み常に励ましを与えさらに高

い他誌速度を縛られるよう援助をする。この他保話者・担任・雲母等その対象者（児）を

取りまく人達に常に情報を与え回りからの援助をもお1扱いする。

＠・書きの指導

点字の書きについては前記したが、表打ち点字器のみを使用することである。しかし点字板

のよさもある。それは携帯性（いつでも、どこでも）、入手のしやすさ（価格面、丘）の2点

がある。しかし、学習場面が設定されている対象者（児）がほとんどであるので携帯性について

の問静まあまりない。人手方法についても学校の生徒については各市町村において補助を得ら

れる。先天・早椚失明児の算数計耳力の低さと作文ざらいは、点字版のフィート：ック性能の

影響であると私は考える。

点字板使用は、触読が定着した段階で指導すべきだし非常に簡単な指事である。その方法は、

点字構成を点で指導しバターソを放映させ、テープでドリルするが、小学校低学年で指導すべ

きでないし指導する必要性もない。野外学習等で記録が必要な場合は、テープを利用し掃って

からタイピソ〆すればすむことである。

書き指導の方法であるが、蝕読指尋の初鵜から入手していれば他荒指導の一項として辱入す

べきである。

・　点字学習シートを指導者のテープでドリルした後自らでテープに吹き込む。（ペーステ

ープの作成）

・　ベーステープを聞きながらシートを自己チェックする。

・　ベーステープを聞きながらタイピングする。

・ベーステープを聞きながら自らがタイピソグしたシートを自己チェックする。

この4つの内容を1サイクルとして繰り返す。

葦　タイピソグ指専

タイピングされる点と対応するキー配置（ここのキーはl点、2点等）は、絶対に指卑し

ない。「あ」は、ここ。「め」は、ここ。指だけのキー′ミクーソとして初朋は指導する。¢

の段階からキー紀腹を指邸する。
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ト

指の分担だけは、はっきりと強く指卑し、指導者はタイビン／グの際常にチェックする。誤

った指の分担を指が鯨えてしまうと後々タイピング時間のロスが出たり誤字タイどこ／タの原

因となったりして修正が困難となる。もし指の分担が不安定な場合は、2点と4点のキーに

71ルトをはるかU字型の中指固定のものをキーにはり定着させる。

この書きの指尋は、遅くとも㊤の段階までに導入する。尋入初肌は、タイピング速度は触

読速度よりも遵いがすぐに追いつく。

3　おわりに

点字蝕読指導の本方法に上る時間的めどは5段階難易度の清音指導が1－3ケ月、前置後匠さ■

れる符号指導が2ヶ月目～6ケ月日、′ト学校低学年程度の触託速度が40字～60字指事が3ヶ月目

－12ケ月目であるが、対象者（児）各個人の保有する個性によりかなりの差がある。蝕読指導に

限らず侃覚障害者（児）への指導は、愛情と恨気と努力しかないのではないだろうか。この心に

よる指尋に上り対象者（児）の体の中に自然と指導者が入り込み、その指導効果を増幅させる。

本稿で私は点字板への憎悪を剥出しにしたが、視覚障害者（児）を援助する私達はまず自らが

狭い6点の点字板的発想や点字坂そのものを捨てさるべきでないかと常に思っている。

本指導の発想を12年前に与えて下さった日本ライトハウス　関　宏之氏　　前熊本盲学校

河津　巌氏　　長崎盲学校　河津　紘氏に深く感謝する。

なお、諸先磁話先生が未熟な本稿への御批判御指導を与えて下さることを蘇いたい。

1・8



北海道高等学校の養護・訓練

遠視研　S57　仙37

北海通商等古学柁　兼誰・訓練割は　鈴　木　垂　タj

l・北海道高等盲学校の謹讃・訓礫の指韓内容

（lJ　コミュニケーション

7　弱視生対象の漢字の能力別指導

イ　普通文字の指導

用　点字を使用しているが残存視力を活用

出来る生徒。

仙　先天・早期失明生徒。

例　中途失明生徒。

ウ　オブクコン指導

現在学校に配備されていないので盲人能

力開発センター上り期間借用して短肋間指

導している。

エ　点字の他説指導

用　中途失明生徒

川　眼疾に上り中途失明が予想される生徒

（ウ）触読速度が毎分10∩字以下の生徒の触

読速度向上

オ　オブチスコープ（CCTV）の使用

カ　カナタイプ指導

キ　漠点字指導

用　8点漠点字（川上式）

川　6点渓点字（長谷川式）

（ウI　マイコン使用の点字一漢字ワードプロ

セッサーの操作指導

（21空間拡大

7　歩行訓練

用　オリェンテーション指導

川　自校操作指導

例　学校生活地域フバリ7リゼーション

（⇒　単軌喘省ルート訓練（寄宿舎）

帥　ソニックガイド・モーワットセンサー

指導

イ　立体物間食学習

用　プラモデル製作代：上る立体一平面の朝

互鞋換

（イ）ソニックガイド情報に上る膵梢シンボ

ルの抹作に上る用掩作成

（3）生　　活

7　体力向上指導

イ　邦本的日常生活行動指導

2　点字触読指導の事例

（り　指導の方法

鈴木重男が分類した5段階難易鑑別点字の

継続的段階指導に上る。

瑛　昭和49年道視研　「点字は600分でマス

ターできる．」

昭和56年全日盲点字特集

「個別的点字触読指導

法」

7　点字パターンの5段階分類

難易度l

あ、め、れ、ふ、う、い、に、く

難易駐2

こ、か、お、上、ひ、め、の、と、左

難易度3

た、さ、し、み、わ、む、ね、も、つ

難易度4

ゆ、す、を、や、は、る、せ、そ、き

難易度5

へ、叶、ん、ほ、ら、せ、ち、少、ろ、

え、て

イ　指導の贅点

用　認知しやすい形態をもつ点字から指導
する。

抑　学習者かフ一一ドノニッタか可音巨左上う

に指導のプログラムを作成する。

佃　プログラムの個別化。

国　表打ちプレーラーのみを使用する。

帥　常に向上する上う助言を与える。

（コ）指導対叙

19

7　構●草イ●（リj）S30・●●生2●r
イ　S5●ベーチェット病を発症LS5●　3

全日二を1木果し・‖十に．ト佗化ノし・㌢‥。



・・二　九′山賀′●科　二葉

十　祝力　イれ　イこ咋

ん　什051リ‖倍井（発作に上り拷

動する）

力　点字学習歴なし

（31指噂経過

7　措用■点字バターン学習

′レセ7（D点字触就学習方法の説明

（訃督間に答える

③難易度lのあ、め、れ、ふ、う、

い、把、くの8文字を簡単にマス

クーさせる。

旬上記の事に上り点字学習への不安

をなくすと同時に意欲付けもする

4丞n　難易度2配当点字終了

与加n　難易度3配当点字終了

も／1－1芳雄易虔4配当点字終了

与ハ7　難易度5配当点字終了

嘉　↓乃7～～ハ7までの実指導日数は11日lHl

l／セ7上りパーキンスプレーラーを導入

してパターンイメージの韓化をはかる○

イ　各種前置符号学習　y18－6カ（9日聞）

教材一忙っほんとⅠ（むぎ事房）間1

ウ　触読速度向上訓練の結果（継続中）

何　ノトト程度の内容（学研1年の漢字学

習ノート）

研一V15　触読速度の平均

22，5字／1分間

州　高校程鑑1「弟気ある嘗襲」遠藤周作

a yl伊一号／皇3

b　　乃トが沌

n q乃lトIrレ18

d lq／空け－11／lリ

O lL／加ト1号／kl

35．2字／1分間

17．5字／1分甜

59．6字／1分間

66．7字／1分問

IiG．・l二∴／！′〉：：j；

ェ　プラトー現象

学習訓練には上記クのd、8の上うなプ

ラトー現象か必ずあらわれるものである0

この時勅に勇気づけ倒せしてやることによ

って、それこそ飛跡的に触説の通性は、仲

良すること過去のデータか物語1ている0

（巾　まとめ

本≠例は、中途倶明虻l‘・且！され．るノl■律へJ′J

車榊であるn　′ド指やノノリ三比、鈴木か′ト小付帯

Fr一一一

の盲学校作動制しているとき党人、Itり別ケ：明

児附の触淡を効果的腔指哺するため忙閲究し

たものである。当時の督料の多くは、残して

きたので手元にある資料のみで先天盲児の指

導経過をあげてかこう○

！‾7　指導印象　　fL（つ盲（つ授　徳0学級l咋

岩○さ○り

イ　無意味綴りに上〔て調べた触統可能文字

4ハn　あ、ふ、め、う、い　5字

5字／46字　10．9％

シ′6　は、お、る、さ、め、い、あ、ひ、

こ、九、ふ、め、わ、夜、上、け、

む、托、を、う、く、か　22字

22字／46字　47．8鳴

y14　は、五、、る、さ、ぬ、い、あ、ひ、

り、爪、こ、と、ふ、め、わ、な、

む、に、を、ね、う、く、か　23字

23字／46字　5∩鳴

ら／U　は、お、る、つ、や、さ、ろ、ま、

ぬ、し、え、の、い、あ、ひ、り、

rL、こ、九、と、た、ら、ふ、め、

わ、な、ん、上、け、む、す、忙、

告、ね、う、も、き、へ、く、か

4n字／46字‘87鳴

上記の他　濁音のす、ぺ、ど、ば、

ざ、ぶ、ぎ、づが触銑できた。

二1．道内各盲学校の高等部としての役割を

道内各盲学校の中学部で指導され・た内容を、

その生徒に最大限発揮出来る上うにさせる場が攣

本校の置かれた立場であり、′ト・中・高一斗＿′

た指導で投いかと考える。そのためにも児童、

生徒個々人の指導内零と結果を記したファイル

！．ユ華ではたいだろうか。この資料交換によっ

て本校は、高等部としての役割をはたせるt】J、

と信じます。

砦0

●



中途失明及び失明を予測された生徒への点字指導経過・（昭和58年度）

S59．8現在

たかつか　11‘0札／m　たちばな　150L／m

ぎさばも　80L／皿

普1　青山　普2　江花　書3　高つか　専1

1．青山　指導開始　558．1■1／10－

11′ほ　九・n lヽ　▲　　う　い　に　　く　こ

か　Il　　上　ひ　　ね　の　　と　　な　　仁

ノー‾

モ

上々19文事川嶋巾．．

膿月日可血　11文事　71％

は／‡　力　め　ヘ　ム　う　い　に

か　ね　よ　ひ　ね　の　と

著　し　み　ね　U n b

r t　〇・は　　る　よ　モ

り　　ん

こ

　

仁

　

●

　

へ

く

　

〃

　

つ

　

轟

上克31文事」甘lr中

線概呵鵬　ユl文事　8　王ガ

2．立花　指導開始　S58．12／14、

12／11　11文事

12／15　23文事

12／16　29文事

12／15　線筏可鏑　23■文事　　100％

3．高つか　指導開始　558．12／1、

1王／さ　あ　め　れ　▲　う　い　に　く　⊂

か　　ね　　よ　　ひ

上巧13文事帽陣中

州税可両　13文事　10　0＃

l王／，　あ　わ　れ　▲　う　い　に　く　」こ

か　　ね　　よ　　ひ　　れ　　の　　と　　な　　仁

さ　し　み　ね　U ll b　つ　／

上jB Z6鷺事附け（26／16鷺事I

ささ廣　点字習得状況（559．2．9）

鈴　木　五　男

12／9　臍曽4‘貰事の寛嶋鋏化の帽韓中

は／22

嶋響・羊hf・q響．轟瞥麟T

l‘01／ll　イソサブ嘉d

1分掴触麟事鴨　的10事

2／8　19L／n（5days　わ

u／】旧

■雷16■文事搾尊AT
は／孜

h瞥・羊轟響・僕響・貞響麟r

■6，1／袖　竃薫胃什rh触る雷礪J
1分川触挑事数　日事は日間平嘲

2／9　76L／n r5d叩　わ

12／16　樗響16ズ手付け属丁

鱒長可鴎1一文字　96％

細目だ事の定中強化そ榊朋軌
u／；改

良響・鴨雷蔵丁

暮Hl／封　r鼻気ある雷揮J

l分打線鶴事韓　日事（相即尊嘲

2′9　46L／h（5day占　め

4・ささ慮　指導開始　558・■12／26－　当時　清音

冬休み中日｛f・鴫・場的・蝿・曜■よう曹▼麒7

I591い‘2■l●日暮鱈はなしj l分叫触楓事軟18事はl劇川の明和

2／9　29L／山（5days　対

21

40／46字触兢可能


